























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表1自 治会 ・町 内会 活動へ の参加 状 況(地 域別)(数 字e%)
一
__地 域一 湖 北 地 域 湖南地域・大津市 滋 賀 県
年参 加 状 況






































ノ ン・コ ミ ソ ト派 自治会 ・町内会はない.加 入 していない i.s 2.8 7.1 1.2 5.1 2.8
D・K,N・A o.s 6.7 i.i 5.7 o.s 6.0
註:①1977年 のは 『第10回 滋 賀県政世 論調 査』(滋賀県,1977年8月)に 基
づ いてい る。サ ンプル数は滋賀 県全体1,549人,湖 北地域(1町7町:
長浜 市,山 東町,近 江町,浅 井町,湖 北町,高 月町,木 之 本 町,西 浅井
町)244人,湖 南地域(3市8町:大 津市,草 津 市,守 山市,栗 東町,
中主 町,野 洲 町,甲 西町,水 口町,甲 賀町,甲 南 町,信 楽町)732人 で あ
る。
②1979年 のは 『滋 賀 県民意 識 に関す る世論 調査 』(滋賀県広 報課,1979
年8月)に 基づ いている。サ ンプル数は滋 賀県全体1,193人,湖 北地域
(1市10町:長 浜 市,山 東町,伊 吹 町,米 原町,近 江町,浅 井町,虎 姫




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(数字:サ ンプルe実 数,他 は%》自治会 ・町 内会 活動 へ の参加状 況(II)表2
積極的参加型 消極的参加型
、
ノ ン・コ ミ7ト メ ン ト型 D・K,N・A サンプル数
1977年 1979年 1977年 1979年 1977年 2379年


































































































































































註:当 該表 は 『第10回 滋賀県政世論調査』 『滋賀県民意識に関す る世 論調査』 よ り作成。
4
自治会 ・町内会活動への参加状況(職 業別)表3




農 林 水 産 69.6 25.7 3.8 0.9 968
自 営 52.7 37.2 8.9 1.2 1.37?
サ ラリーマ ン 44.6 38.1 13.9 3.5 2.382
公 務 員 56.6 35.3 7.2 0.9 1.073
主婦 ・その他 34.7 　 ; 15.7 4.9 706
註:当 該表は 『琵琶湖東北部地域住民意識 アンケー ト調査 報告 書』よ り作成。
自治会 ・町内会活動への参加状況(居 住年数別)表4



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































い つ も 参 加 ときどき参加 ほとんど不参加
自治会 ・町内
会 未加入
サ ンプ ル 数
18～29歳 21.1 37.3 28.5 13.2
,
575
30～39歳 40.5 45.8 11.8 1.9 1,501
40～49歳 55.4 36.8 7.1 0.1 1,770
50～59歳 61.1 31.9 6.1 0.8 1,7Q7
60～69歳 58.6 30.7 9.0 1.7 850
70歳 ～ 51.3 32.5 13.0 3.2 309
合 計 50.8 36.7 10.2 2.3 6,712
(複数 回答)
し
註:当 該表は 『琵琶湖東北部地域住民意識アンケー ト調査報告書』より作成。
表6自 治会 ・町 内会の果 た して い る機 能(地 域 別)

























② 当該表は 『第10回滋賀県政世論調査』 より作成。



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































直 接 的 方 法 間 接 的 方 法























註:躍 黝 騰 瀧 驪 笹襴 査
、より械
表9県 に対す る苦情 ・要望等 の伝 達方法(参 加形態別 〉
ユ法 ・手 段 直 接 的 方 法 間 接 的 方 法
参加形態
手 紙 ・電話 県主催の懇談会 マスコミに投書 市町村を通 じて
議員・自治会・地元
有力者を通じて
積 中心 的役 割 10.2 0.9
冖 42.5 39.4
極 毎 回 参 加 8.7 3.1 0.9 42.0 30.6
派 よ く 参 加 1T.5 3.2 2.1 33.7 .・一
消 た ま に参 加 12.7 2.0 2.9 29.4 35.3
極
派 ほとんど不参加 1 一 2.2 9.9 24.2











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































長 浜 市 23.1 54.4 :: 0.7 3.0 1.132
坂 田 郡 25.7 50.3 19.7 o.s 3.7 867
東浅井郡 24.7 50.2 20.9 0.7 s.s 757
伊 香 郡 1 46.1 21.0 1.6 3.4 7sz I
湖北地域 25.2 50.7 20.0 0.9 3.4 3.518
彦 根 市 16.5 43.7 31..2 4.1 4.4 2.008













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表11地 域の政治 ・行政への関心度(職 業別)
関心度 非常に関心を かなり関心を あまり関心を 全 く関心を そ の 他 サンプル数
職 業 もっている もっている もっていない もっていない
農 林 水 産 35.4 48.0 15.0 D.6 0.9 962
自 営 23.5 31.2 22.2 1.3 i.s 1,371
サラ リーマン 17.0 47.7 30.0 3.1 2.3 2,383
公 務 員 31.9 52.1 14.4 o.s i.o 1,075
主婦 ・その他 9.6 41.3 37.4 3:1 8.6 709
註:① この表には湖東地域(彦 根市,愛 知郡,犬 上郡)住 民 も含まれている。
② 当該表は 『琵琶糊東北部地域住民意識アンケー ト調査報告書』 より作成。
表12地 域の政治 ・行政への関心度(年 齢別)
聯 非常に関心をもってい る かな り関心をもってい る あ まり関心をもっていない 全 く関心 を.もっていない そ の 他 サンプル数
18～29歳 9.2 28.4 48.3 7.8 6.3 575
30～39歳 13.7 50.E 32.0 1.7 1.9 ユ,501
40-49 22.5 53.4 21.'5 0.7 1.9 ユ,770
50～59歳 29.7 50.5 17.3 o.s 1.8 1,707
60～69歳 31.5 47.E ユ7。4 0.8 2.7 850
70歳 ～ 29.3 43.● is.2 3.9 5.5 309








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































第 三 次 産 業 就 業 者 総 数
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表13産 業別 人 口の推移
第 一 次 産 業 第 二 次 産 業




















































































































構 成比 は就業 者総数 に対す る各次産 業就業 者数 の比率 。
1980年 の就業者 数指 数
=X100 0
1960年 の就業者 数
当該表 は 『滋 賀県統 計10年 報』(滋 賀県総 務部統 計課,1972年),『 昭 和55年 度滋 賀県統計 書」









































































































































































































































































































































































































































































































































































専 業 第 一 種 兼 業 第 二 種 兼 業
農家数 構成比 農家数 構成比 農家数 構成比
総 数
1960 30,222 31.0 29,786 30.5 37,540 38..5 97,548
滋 賀 県
1970 5,183 5.8 28,841 32.3 55,163 61.9 89,187
1980 3,014 3.9 6,597 8.6 67,331 87.5 76,942
指数 10.0 22.1 179.4 78.9
1960 1,115 17.7 2,368 37.7 2,803 44.6 6,286
大 津 市
1970 202 3.? 898 16.4 4,390 80.O 5,490
1980 138 2.9 244 5.2 4,320 91.9 4,702
指数 12.4 10.3 154.1 74.8




1970 1,391 6.8 5,092 25.0 13,900 68.2 20,383
1980 767 4.4 1,484 8.5 15,156 87.1 17,407
指数 13.5 25.5 132.8 75.9
1960 1,000 26.0 787 20.4 2,066 53.6 3,853
長 浜 市
1970 245 ?.0 1,022 29.3 2,217 63.7 3,484
1980 140 4.7 372 12.6 2,445 82.7 2,957
指数 14.0 47.3 118.3 76.7
1960 1,249 18.7 1,622 24.2 3,818 57.1 ..:・
坂 田 郡
1970 366 6.0 877 14.3 4,878 79.7 6,121
1980 240 4.4 330 6.1 4,866 89.5 5,436
指数 19.2 20.3 127.4 81.3
1960 2,242 34.1 1,798 27.4 2,527 38.5 6,567
東浅井郡
1970 380 6.8 2,018 35.9 3,230 57.4 5,628
・'1 1ﾟ3 3.7 547 11.7 3,953 :一 4,673
指数 7.? 30.4 156.4 71.2
1960 1,199 20.6 1,614 27.8 2,999 51.6 5,812
伊 香 郡
1970 400 7.8 1,175 22.8 3,575 69.4 5,150
1980 214 4.9 235 5.4 3,892 89.? 4,341
指数 17.8 14.6 129.8 74.7
註:① 構成比は農家総数に対する各種農家数の比率
② 指数一lll8雛 靆 ×1・
③ 当該表{ま 『滋 賀県統計10年 報』(滋 賀県総務 部統計課,1972年),『 昭和
55年 度滋 賀県統計書』(滋 賀県企画部 統計課,1982年)よ り作成。
16
表15経 営耕地面積規模別農家数の推移
0.5ha未 満 0.5^-1.Oha 1.0-1.5ha 1.5-2.Oha 2,0ha以 上
年 総数
農家数 構成比 農家数 構成比 農家数 構成比 農家数 構成比 農家数 構成比
isso 97,548 34,142 35.0 34,721 35.6 22,029 zz.s 5,883 6.0 773 o.s
滋 賀 県 1970 89,187 36,304 40.7 28,771 32.3 16,525 18.5 5,869 6.6 1,658 1.9
1980 ?6,942 33,127 43.1 23,605 30.7 12,411 is.i 4,952 6.4 2,795 3.6
1960 6,286 2,322 36.9 2,412 38.4 1,261 zo.i 247 3.9 44 0,7
大 津 市 i970 5,490 2,729 49.7 1,953 35.6 655 11.9 121 2.2 23 o.a
1980 4,702 2,688 57.2 1,545 32.9 371 7.9 69 1.5 is o.a
1960 22,921 9,791 42.7 9,070 39.6 3,400 ia.s 591 2.6 69 0.3
湖北地域 1970 20,383 io,iii 49.6 6,442 31.6 2,568 iz.s 1,011 5.0 244 1.2
1980 17,407 9,103 52.3 4,868 2a.o 1,946 ii.z 852 4.9 632 3.6
isso 3,853 1,837 47.7 1,303 33.8 600 15.6 107 2.8 6 0.2
長 浜 市 1970 3,484 1,793 51.5 932 zs.s 514 ia.a 203 5.8 41 1.2
1980 2,957 1,554 52.6 760 25.7 362 12.2 iss 5.4 izz 4.1
工960 ..:・ 3,009 45.0 2,855 42.7 701 10.5 104 i.s 20 0.3
坂 田 郡 1970 6,121 3,365 55.0 2,131 34.8 507 8.3
丶90
1.5 25 o.a
1980 5,436 3,335 61.4 1,618 zs.s 334 6.1 94 1.7 50 0.9
1960 6,567 2,475 37.8 2,413 36.7 1,355 20.6 2si 4.4 33 0.5
東浅井郡 1970 5,628 2,298 40.8 1,637 29.1 986 17.5 561 10.0 146 2.6
1980 4,673 i,s27 39.1 1,247 26.7 7$2 16。7 455 9.7 362 7.7
isso 5,812 2,470 42.5 2,499 43.0 744 i2.a 89 1.5 10 0.2
伊 香 郡 1970 5,150 2,655 51.6 1,742 33.8 561 10.9 157 3.0 32 0.6
1980 4,341 2,387 55.0 1,243 za.s 468 10.8 144 3.3 98 2.3





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































註:当 該 表 は 『滋 賀 県統計10年 報 』(滋
賀 県総務 部統 計課,1972年)『 昭和
55年 度滋 賀 県統計 書』(滋 賀県企
画部 統 計課,1982年)よ り作成 。
湖北農村における農業構造の推移図1
飆 〉τ纖 謬 嬲
〈兼業化〉∫ 繖'懲 　 　





























































註:当 該表は 『滋 賀県統計10年 報』(滋 賀県総i務部統計課,1972年)
『昭和55年 度滋賀県統計書』(滋 賀県企画部統計課,1982年)よ り作 成。
規
模
の
拡
大
と
現
状
維
持
と
い
う
形
で
の
分
極
化
が
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
大
規
模
経
営
層
(二
・
○
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
)
は
資
本
集
約
的
経
営
(農
業
の
機
械
化
1
近
代
化
)
に
よ
っ
て
、
経
営
規
模
を
拡
大
す
る
方
向
性
を
示
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
現
実
に
、
「反
収
増
を
追
求
す
る
小
農
技
術
か
ら
、
労
働
生
産
性
を
追
求
す
る
、
よ
り
高
次
の
生
産
力
水
準
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
」
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
特
に
経
営
規
模
拡
大
に
よ
る
専
業
農
家
維
持
志
向
は
東
浅
井
郡
に
強
い
。
他
方
、
中
規
模
経
営
層
(
一
・
五
～
二
・
○
ヘ
ク
タ
ー
ル
)
は
資
本
集
約
的
経
営
に
よ
り
な
が
ら
も
現
状
維
持
志
向
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
整
理
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
い
え
る
だ
ろ
う
。
大
津
市
で
は
農
業
構
造
の
変
容
が
離
農
(脱
農
)
へ
向
け
て
よ
り
一
方
向
的
で
あ
る
と
い
え
る
。
と
り
わ
け
〈兼
業
深
化
〉
が
著
し
い
。
と
こ
ろ
が
湖
北
地
域
に
お
い
て
は
、
そ
れ
が
よ
り
多
方
向
的
で
あ
る
。
そ
れ
を
図
式
化
す
れ
ば
図
1
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
㈲
農
家
数
の
世
帯
数
に
対
す
る
比
率
の
推
移
(表
17
参
照
)
さ
ら
に
、
こ
れ
を
農
家
数
の
世
帯
数
に
対
す
る
割
合
と
の
関
連
で
み
れ
ば
次
の
よ
う
な
こ
と
が
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
、
農
家
数
の
総
世
帯
数
に
対
す
る
比
率
を
み
て
み
る
と
、
大
津
市
の
場
合
は
二
〇
二
二
%
か
ら
七
・
九
%
へ
と
減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
は
世
帯
総
数
の
急
増
(
一
九
三
・
二
)
、
と
り
わ
け
非
農
家
世
帯
数
の
急
増
に
と
も
な
う
も
の
で
、
農
家
数
の
大
幅
減
少
に
と
も
な
う
も
の
で
は
な
い
。
ち
な
み
に
農
家
数
の
指
数
は
七
四
・
八
で
あ
る
。
つ
ま
り
内
的
要
因
よ
り
も
外
的
要
因
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
わ
け
で
あ
る
。
他
方
、
湖
北
地
域
の
場
合
に
は
、
世
帯
総
数
の
伸
び
自
体
が
ゆ
る
や
か
で
あ
る
(
一
=
二
・
九
)
が
故
に
、
大
津
市
の
場
合
と
は
逆
に
、
む
し
ろ
内
的
要
因
、
す
な
わ
ち
外
的
イ
ン
パ
ク
ト
(例
え
ば
、
政
府
の
一
連
の
農
政
や
そ
れ
と
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
る
日
本
資
本
主
義
の
農
業
.再
編
、
掌
握
な
ど
)
に
対
す
る
農
村
や
農
民
の
対
応
(適
応
)
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
湖
北
地
域
の
場
A
口
に
は
そ
の
比
率
が
四
三
・
二
%
(特
に
郡
部
で
は
五
五
～
六
%
)
と
高
く
、
ま
た
持
家
世
帯
数
に
対
す
る
比
率
に
お
い
て
も
五
割
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
大
津
市
の
場
合
に
は
大
半
の
世
帯
が
農
業
と
の
関
わ
り
や
接
触
を
も
た
な
い
の
で
あ
り
、
19
し
た
が
っ
て
労
働
者
(世
帯
主
)
も
都
市
型
労
働
者
だ
と
い
え
る
。
と
こ
ろ
が
湖
北
地
域
の
場
合
に
は
、
そ
の
多
く
が
〈
土
地
も
ち
労
働
者
〉
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
基
本
的
に
理
解
し
た
う
え
で
、
農
業
に
対
す
る
住
民
意
識
に
つ
い
て
次
に
検
討
し
て
お
こ
う
。
ω
農
業
に
対
す
る
住
民
意
識
地
域
住
民
の
農
業
に
対
す
る
基
本
的
理
解
に
つ
い
て
は
、
「世
の
中
が
変
化
し
て
.も
農
業
は
国
の
基
本
で
あ
る
」
と
の
認
識
に
お
い
て
、
大
津
市
民
と
湖
北
地
域
住
民
と
の
間
に
は
大
き
な
差
異
は
な
い
(大
津
市
七
二
・
二
%
、
湖
北
地
域
七
八
・
九
、
県
全
体
七
八
二
二
%
…
…
『
全
国
県
民
意
識
調
査
』
)
が
、
農
業
の
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
の
認
識
に
お
い
て
は
大
き
な
差
異
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
大
津
市
を
含
め
た
湖
南
地
域
の
住
民
は
、
農
業
の
役
割
は
「国
民
の
食
糧
を
確
保
す
る
」
こ
と
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
(
三
五
・
五
%
、
県
全
体
三
一
・
○
%
)
が
、
湖
北
地
域
住
民
の
そ
れ
に
対
す
る
認
識
は
相
対
的
に
か
な
り
低
い
(
一
八
・
九
%
で
県
内
最
低
)
。
む
し
ろ
湖
北
地
域
住
民
は
、
農
業
と
い
う
も
の
を
「土
に
生
き
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
心
豊
か
な
人
間
性
が
養
え
る
」
も
の
(
三
〇
・
三
%
で
県
内
最
高
、
湖
南
地
域
一
七
・
五
%
、
県
全
体
一
八
・
四
%
)
、
あ
る
い
は
「農
業
を
職
業
と
し
て
い
る
人
た
ち
の
生
活
を
支
え
る
」
も
の
(
二
三
・
○
%
で
県
内
最
高
、
湖
南
地
域
一
一
・
五
%
、
県
全
体
一
六
・
四
%
)
と
と
ら
え
て
い
る
(以
上
『第
一
〇
回
滋
賀
県
政
世
論
調
査
』
よ
り
)
。
い
わ
ば
湖
北
地
域
住
民
の
農
業
に
対
す
る
基
本
的
理
解
は
〈公
〉
と
し
て
の
農
業
1
国
策
と
し
て
の
農
業
と
い
う
よ
り
は
〈私
〉
お
よ
び
へ共
〉
と
し
て
の
農
業
と
い
う
点
に
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
〈
私
〉
お
よ
び
〈共
〉
と
し
て
の
農
業
と
い
う
認
識
は
、
農
業
は
日
常
生
活
を
営
む
た
め
の
糧
(
現
金
収
入
を
含
め
て
)
で
あ
る
と
同
時
に
土
地
所
有
者
と
し
て
の
共
通
項
を
基
底
と
し
た
共
同
体
的
な
人
間
関
係
を
維
持
・
存
続
さ
せ
る
機
能
を
営
む
媒
体
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
含
意
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
た
だ
こ
の
土
地
所
有
と
い
う
場
合
、
土
地
の
所
有
と
耕
作
と
の
一
致
を
原
則
と
し
た
〈農
民
的
土
地
所
有
〉
と
耕
作
権
を
第
三
者
に
委
託
す
る
形
で
の
土
地
所
有
と
い
う
形
態
上
の
差
異
、
あ
る
い
は
土
地
所
有
の
多
寡
と
い
う
差
異
は
あ
っ
て
も
、
土
地
と
の
関
わ
り
を
も
つ
と
い
う
点
で
は
共
通
項
を
も
つ
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
農
業
に
対
す
る
基
本
的
理
解
と
現
実
と
の
間
に
は
〈
市
場
経
済
原
理
〉
の
農
村
へ
の
浸
透
と
農
民
の
へ非
市
場
経
済
原
理
〉
的
対
応
と
い
う
形
で
典
型
的
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
。
へ市
場
経
済
〉
と
は
社
会
関
係
を
埋
め
こ
ん
だ
経
済
で
あ
り
、
⑱
〈非
市
場
経
済
V
と
は
社
会
関
係
に
埋
め
こ
ま
れ
た
経
済
で
あ
る
と
基
本
的
に
理
解
し
た
う
え
で
、
湖
北
地
域
住
民
と
り
わ
け
農
業
経
営
者
は
現
在
ど
の
よ
う
な
状
況
に
お
か
れ
、
ま
た
将
来
の
展
望
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
分
析
し
て
み
よ
う
。
『琵
琶
湖
東
北
部
地
域
住
民
意
識
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
報
告
書
』
に
よ
れ
ば
、
農
業
経
営
上
現
在
困
っ
て
い
る
こ
と
は
、
①
「農
機
具
の
購
入
負
担
が
大
き
い
」
(
三
五
・
九
鬼
)
、
②
「農
産
物
の
価
格
安
定
」
20
(二
一
・
九
%
)
、
③
「土
地
改
良
の
遅
れ
」
(
=
二
・
二
%
)
、
④
「後
継
者
が
い
な
い
」
(
=
・
五
鬼
)
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
現
状
の
中
で
、
農
業
経
営
の
将
来
的
展
望
に
お
い
て
は
、
「
現
状
維
持
」
が
二
五
・
三
%
、
「
農
地
拡
大
」
が
四
・
○
%
で
あ
る
の
に
対
し
て
「離
農
」
を
考
え
て
い
る
の
は
わ
ず
か
一
・
二
%
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
「今
の
と
こ
ろ
何
も
言
え
な
い
」
(
一
六
・
1
¥
)
、
「不
明
」
(
四
四
・
一
%
)
と
答
え
た
も
の
が
六
〇
・
二
%
も
お
り
、
将
来
の
展
望
に
お
い
て
暗
中
模
索
の
状
態
に
あ
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
こ
こ
で
整
理
の
意
味
も
含
め
て
、
〈土
地
〉
に
関
す
る
観
念
の
差
異
性
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
こ
う
。
一
般
に
土
地
を
近
代
法
的
意
味
に
お
い
て
解
釈
す
れ
ば
〈
不
動
産
〉
(ー
貨
幣
換
算
を
し
た
「資
産
価
値
」
と
い
う
意
味
を
含
む
限
り
で
一
種
の
「金
融
資
産
」
)
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
が
、
農
民
に
と
っ
て
土
地
と
は
、
む
し
ろ
"先
祖
か
ら
引
き
継
い
だ
預
り
物
"
で
あ
っ
て
、
そ
の
意
味
で
は
"個
人
の
所
有
物
で
あ
っ
て
も
個
人
の
財
産
で
は
な
い
"
と
い
う
観
念
が
強
い
。
つ
ま
り
、
農
民
に
と
っ
て
土
地
は
〈
イ
エ
〉
の
共
有
財
産
で
あ
る
と
い
う
「家
産
制
」
的
性
格
を
強
く
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
土
地
に
し
が
み
つ
い
て
い
れ
ば
何
と
か
な
る
と
い
う
生
活
の
安
定
感
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
し
、
労
働
者
化
が
進
ん
で
も
一
国
一
城
の
城
主
的
生
活
感
覚
を
も
ち
つ
づ
け
㈱
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
認
識
が
あ
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
土
地
は
家
族
の
生
計
を
支
え
る
物
質
的
基
盤
や
心
の
豊
か
な
人
間
性
を
涵
養
す
る
精
神
的
基
盤
と
な
り
う
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
経
営
上
の
困
難
が
多
ぐ
て
も
離
農
(脱
農
)
は
し
な
い
、
つ
ま
り
土
地
を
手
離
さ
な
い
ど
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
他
方
に
お
い
て
、
そ
の
背
景
に
〈祖
先
信
仰
〉
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。
N
H
K
の
『
全
国
県
民
意
識
調
査
』
に
よ
れ
ば
、
「家
の
祖
先
に
は
強
い
心
の
つ
な
が
り
を
感
じ
る
」
と
答
え
た
の
は
、
職
業
別
で
は
農
業
従
事
者
が
九
六
・
二
%
で
最
高
、
事
務
技
術
職
は
五
〇
・
四
%
と
か
な
り
低
い
。
年
齢
別
で
み
れ
ば
年
齢
が
高
く
な
る
ほ
ど
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
は
高
く
な
る
(
=
ハ
～
二
五
歳
二
五
・
二
%
、
二
六
～
三
五
歳
四
八
・
○
%
、
三
六
～
四
五
歳
七
二
・
五
%
、
四
六
～
五
五
歳
八
三
・
九
%
、
五
六
歳
以
上
九
一
・
六
%
)
。
性
別
で
み
れ
ば
男
女
差
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
相
対
的
に
高
い
(男
六
二
・
九
%
、
女
六
三
・
七
%
)
。
ま
た
地
域
別
で
み
れ
ば
、
湖
北
地
域
は
六
三
.
二
%
で
あ
る
が
、
大
津
市
は
五
四
・
○
%
で
県
内
最
低
で
あ
る
(県
全
体
は
六
三
・
三
%
)
。
こ
の
調
査
結
果
を
み
る
と
、
農
民
の
土
地
へ
の
愛
着
は
一
種
の
信
仰
で
あ
り
、
ま
た
土
地
は
〈
イ
エ
〉
の
共
有
財
産
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
〈
ム
ラ
〉
あ
る
い
は
へ地
域
〉
の
共
有
財
産
と
し
て
の
観
念
も
強
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
結
局
、
ム
ラ
や
地
域
の
あ
り
方
が
イ
エ
や
そ
の
構
成
員
個
々
人
の
あ
り
方
を
規
定
す
る
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
基
底
的
な
要
因
と
し
て
横
た
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
と
り
わ
け
湖
北
地
域
に
お
い
て
は
そ
の
伝
統
主
義
的
傾
向
が
強
い
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ま
ひ
と
つ
検
討
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
自
民
党
政
21
府
の
一
連
の
農
業
政
策
(ー
農
村
政
治
)
と
日
本
資
本
主
義
の
農
業
再
編
お
よ
び
掌
握
過
程
に
お
け
る
農
村
・
農
民
の
対
応
(適
応
)
過
程
と
の
関
係
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
れ
は
戦
後
保
守
政
治
を
底
辺
に
お
い
て
㈲
支
え
て
き
た
農
村
・
農
民
の
あ
り
方
と
も
深
い
関
わ
り
を
も
つ
し
、
ま
た
、
こ
の
小
論
の
目
的
で
も
あ
る
農
村
社
会
に
お
け
る
自
治
会
・
町
内
会
の
政
治
的
機
能
の
発
現
形
態
と
そ
の
保
守
性
を
解
明
す
る
大
き
な
手
が
か
り
を
提
供
し
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
課
題
に
つ
い
て
の
検
討
は
紙
数
上
の
制
限
も
あ
る
た
め
後
日
を
期
す
こ
と
に
し
た
い
。
(
未
完
)
註ω
例
え
ば
、
拙
稿
「
農
村
社
会
の
政
治
風
土
e
ー
滋
賀
県
湖
北
地
域
の
地
元
意
識
と
政
治
的
保
守
ー
」
『
佛
大
社
会
学
』
第
七
号
、
佛
教
大
学
社
会
学
研
究
会
、
一
九
八
二
年
三
月
、
「
生
活
文
化
と
政
治
文
化
の
接
合
点
を
求
あ
て
ー
滋
賀
県
湖
北
地
域
で
の
予
備
的
考
察
1
」
『
社
会
学
の
現
代
的
課
題
』
(
筆
谷
稔
博
士
追
悼
論
文
集
)
、
法
律
文
化
社
、
一
九
八
三
年
を
参
照
。
ま
た
学
会
・
研
究
会
報
告
と
し
て
は
、
「
農
村
社
会
に
お
け
る
政
治
文
化
の
変
容
-
滋
賀
県
湖
北
地
域
の
事
例
1
」
(
第
三
一二
回
関
西
社
会
学
会
大
会
、
一
九
八
二
年
五
月
三
〇
日
、
於
愛
知
大
学
)
、
「滋
賀
の
政
治
文
化
ー
大
津
市
と
湖
北
地
域
の
比
較
分
析
1
」
(第
七
回
政
治
社
会
学
研
究
会
、
一
九
八
二
年
九
月
二
五
日
、
於
佛
教
大
学
)
、
「
湖
北
地
域
の
政
治
風
土
1
住
民
の
意
識
と
行
動
様
式
に
み
る
政
治
的
保
守
主
義
を
中
心
に
ー
」
(滋
賀
県
近
代
史
研
究
会
八
月
例
会
、
一
九
八
三
年
八
月
二
〇
日
、
於
大
津
市
立
図
書
館
)
が
あ
る
。
ω
居
安
正
「
地
域
組
織
と
選
挙
」
間
場
寿
一
編
『
地
域
政
治
の
社
会
学
』
世
界
思
想
社
、
一
九
八
三
年
、
六
一
頁
。
㈹
居
安
正
「
前
掲
論
文
」
、
六
二
頁
。
ω
閥
場
寿
一
「
地
域
社
会
と
政
治
」
間
場
寿
一
編
『
前
掲
書
』
、
=
頁
。
㈲
高
橋
明
善
「
自
民
党
の
農
村
支
配
」
白
鳥
令
編
『
保
守
体
制
』
ω
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
七
七
年
、
一
三
六
頁
。
㈲
高
橋
明
善
教
授
は
日
本
型
の
陳
情
請
願
政
治
の
特
徴
を
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
「
第
一
に
そ
れ
は
農
民
の
権
利
意
識
に
支
え
ら
れ
な
い
、
お
上
に
お
願
い
す
る
形
の
文
字
通
り
の
『
陳
情
』
『
請
願
』
型
の
も
の
で
あ
る
。
第
二
に
む
き
出
し
の
部
落
の
地
域
エ
ゴ
イ
ズ
ム
追
求
型
の
も
の
で
あ
る
。
第
三
に
は
公
行
政
の
公
的
機
能
へ
の
要
求
で
は
な
く
、
特
別
の
は
か
ら
い
を
求
め
る
ぬ
け
が
け
的
な
も
の
で
あ
る
た
め
、
公
的
機
構
に
特
別
の
私
的
影
響
力
を
も
つ
有
力
者
を
媒
介
と
す
る
裏
口
型
陳
情
請
願
で
あ
る
」
。
つ
ま
り
陳
情
請
願
政
治
は
農
村
社
会
の
利
益
追
求
型
の
政
治
的
権
力
機
構
の
産
物
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
中
央
権
力
を
志
向
し
、
ま
た
、
中
央
、
地
方
の
権
力
を
掌
握
す
る
保
守
政
党
志
向
の
も
の
と
な
る
」
(
「
前
掲
論
文
」
'
1
四
O
頁
)
可
能
性
を
多
分
に
含
ん
だ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
ω
京
極
純
一
教
授
は
、
「
戦
後
に
お
け
る
圧
力
政
治
は
、
一
方
で
は
、
行
動
様
式
の
面
に
お
け
る
発
展
を
示
す
と
と
も
に
、
他
方
で
は
、
陳
情
と
連
続
す
る
面
を
も
っ
て
い
る
」
(
『
政
治
意
識
の
分
析
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
八
年
、
一
四
二
頁
)
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況
は
地
方
自
治
と
住
民
と
の
間
に
介
在
す
る
政
治
状
況
に
も
あ
て
は
ま
る
で
あ
ろ
う
。
㈲
こ
の
〈
個
我
〉
主
張
性
は
、
基
本
的
に
「
こ
の
土
地
に
生
活
す
る
こ
と
に
な
っ
た
以
上
、
自
分
の
生
活
上
の
不
満
や
要
求
を
で
き
る
だ
け
市
政
そ
の
他
に
反
映
し
て
い
く
の
は
、
市
民
と
し
て
の
権
利
で
あ
る
」
(
奥
田
道
大
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
論
理
と
住
民
意
識
」
磯
村
英
一
・
鵜
飼
信
成
・
川
野
重
任
編
『
都
市
形
成
の
論
理
と
住
民
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
一
年
、
一
四
一
頁
)
と
い
う
意
識
に
発
し
て
い
る
。
㈲
村
田
廸
雄
『
ム
ラ
は
亡
ぶ
』
日
本
経
済
評
論
社
、
一
九
七
八
年
、
六
七
～
一
〇
五
頁
。
D
a
n
ie
l
B
e
ll,
T
h
e
C
o
m
in
g
of
P
o
s
t-
I
n
d
u
tr
ia
l
S
o
c
ie
ty
,
22
B
a
s
ic
B
o
o
k
s,
I
n
c.
1
9
7
3
.
内
田
忠
夫
・
嘉
治
元
郎
・
城
塚
登
・
馬
場
修
一
・
村
上
泰
亮
・
谷
嶋
喬
四
郎
訳
『
脱
工
業
社
会
の
到
来
』
㈹
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、
一
九
七
五
年
、
二
五
頁
。
α9
浜
岡
政
好
「
地
域
生
活
の
変
化
と
生
活
構
造
-
広
域
市
町
村
圏
の
住
民
生
活
ー
」
山
岡
栄
市
・
浜
岡
政
好
編
『
広
域
生
活
圏
と
地
域
づ
く
り
ー
滋
賀
県
中
部
広
域
市
町
村
圏
の
社
会
学
的
研
究
1
」
法
律
文
化
社
、
一
九
八
二
年
、
三
〇
頁
。
働
細
谷
昂
「
農
民
意
識
と
農
村
社
会
の
変
革
」
福
武
直
監
修
・
蓮
見
音
彦
編
『
社
会
学
講
座
4
・
農
村
社
会
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
三
年
、
一
=
五
頁
。
㈹
玉
城
哲
『
日
本
の
社
会
シ
ス
テ
ム
ー
む
ら
と
水
か
ら
の
再
構
成
ー
』
農
山
漁
村
文
化
協
会
、
一
九
八
二
年
、
一
=
頁
。
ω
高
橋
明
善
「
前
掲
論
文
」
、
一
六
五
頁
。
㈲
白
鳥
令
教
授
は
自
民
党
の
(あ
る
い
は
保
守
の
)
絶
対
過
半
数
長
期
政
権
を
支
え
て
き
た
基
本
的
支
柱
を
三
つ
指
摘
し
て
い
る
。
第
一
の
支
柱
は
、
具
体
的
か
つ
直
接
的
な
利
益
の
配
分
に
よ
っ
て
裏
打
ち
さ
れ
、
同
時
に
人
間
関
係
を
中
心
と
し
た
非
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
(非
政
治
的
)
連
鎖
を
基
盤
と
し
た
農
村
に
お
け
る
農
民
の
執
拗
な
ま
で
の
保
守
支
持
の
態
度
。
第
二
の
支
柱
は
、
池
田
内
閣
の
所
得
倍
増
政
策
お
よ
び
田
中
内
閣
の
『
列
島
改
造
論
』
に
象
徴
さ
れ
る
高
度
経
済
成
長
。
第
三
の
支
柱
は
、
冷
戦
下
の
二
極
構
造
を
出
発
点
と
す
る
戦
後
国
際
政
治
の
状
況
1
日
米
安
保
体
制
。
そ
の
中
で
白
鳥
教
授
は
第
一
の
支
柱
が
最
大
の
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
(
「
崩
壊
す
る
自
民
党
単
独
政
権
の
論
理
と
構
造
」
白
鳥
令
編
『
保
守
体
制
』
㈲
、
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
七
七
年
、
二
四
九
ー
二
五
九
頁
)。
(佛
教
大
学
非
常
勤
講
師
)
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